
＜小学校低学年の場合＞ 

（１）小学校低学年ごろの発達段階の特徴を理解しましょう 

 ・目の前の刺激に反応しやすく、自制や気持ちの切り替えが難しい 

 ・見通し・目的を持った行動はまだ十分出来ない 

 ・承認欲求やコミュニケーション欲求から、身近な大人から注目を求めようとする 

（２）子どもへの具体的な対応 

 ・一緒に使いながら、子どもの自律する基礎をつくる 

 ・使うときの約束や、おしまいの合図を決める 

 ・ワークシート①②を使い、親子で話しながら記入していく 

（３）ワークシート②を繰り返し作成し、子ども自身が納得のいく決まり事を作成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ↑↑↑ ワークシート①                       ↑↑↑ ワークシート② 
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今の子どもたちは、デジタル機器を家庭でも学校でも活用する時代を生きて

います。そのため、ただ機器の使用を親が管理するのでは対応できません。自

分で考えて、これからのデジタル機器との付き合い方を自己管理できる能力を

身に付けることが必要です。そこで、『デジタルシティズンシップ教育』です。 

春休みにぜひワークシートを使って、親子で話し合ってみましょう。 

子どもが 

デジタル機器を使う 

時間は、決めるべき？ 

それとも、子どもに任せて 

決めなくてもいいのかしら？ 

『平日は、○時間以内』『土日は、○時間以内』 

のように、みんな同じルールでは、守れません！ 

子ども１人１人の生活や性格などが反映されたルール

を作ることが大切です！作り方はこちら↓↓↓ 

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/parent-teacher/digital_citizenship/practice/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出典＞総務省「家族で学ぶデジタルシティズンシップ」 ↓詳しくは、こちらをご覧ください↓ 

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/parent-teacher/digital_citizenship/practice/ 

 

 

 

 

 

＜小学校中・高学年の場合＞ 

（１）小学校中・高学年ごろの発達段階の特徴を理解しましょう 

 ・SNS・オンラインゲームなど特定の活動にこだわりを持つ子がでてくる 

 ・デジタル世界への関わりが強くなるため、保護者との衝突や本人の葛藤が生じやすくなる 

 ・自我の芽生え、自分自身で行動や時間を管理する重要性が理解できるようになる 

（２）子どもへの具体的な対応 

 ・大人が心配していることは伝えてもいいが、大人が決めたルールで管理しようとしない 

 ・子どもにあったメディアバランスを一緒に計画・実行・振り返りを行う 

 ・大人が子どもたちにとって良きお手本となるよう、自分自身がメディアバランスの取れた使い方を 

実践する 

（３）ワークシート③④を作成し、自分のメディア使用について振り返り、ワークシート⑤で自分の決まり 

事を作る 

              

             ↑↓↓↓ ワークシート④  

 

 

 

 

 

 

 

↑↑↑  ワークシート③                                            ↑↑↑ ワークシート⑤ 
 

 

 

 

小学校中・高学年のワークシート③④は中学生、高校生にも活用できます。私

たち大人も一度このワークシートを使って、自分のメディア利用を客観的に見

てみることで、反省点や改善点を見つけることができます。 

『メディアバランスとウェルビーイング』を考えることが1番大切です！ 

 

心身ともに健康で幸せな生活を送るために、メディアの利用と、睡眠や食事、 

趣味、家族との時間などを、バランスよく両立させることを考えます。メディア 

利用によって、睡眠時間が少なくなったり、メディア利用を制限しすぎて、 

心の健康が保てなくなったりでは、両立させているとは言えません。そのため、 

その子に応じて『メディアバランスとウェルビーイング』が保たれている状態を 

見つけることが重要です。 

【お問い合わせ】  

福井県防災安全部県民安全課   

☎:0776-20-0２９６（直通）  

メール：kenan@pref.fukui.lg.jp  

インターネット 

安心安全通信HP 
X（エックス） 

安全安心ふくい 

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/parent-teacher/digital_citizenship/practice/
mailto:kenan@pref.fukui.lg.jp


【ワークシート①（記入例）】 

 

 

 

【ワークシート②（記入例）】 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③
（
記
入
例
）
】 

【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
④
（
記
入
例
）
】 

【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
⑤
（
記
入
例
）
】 


